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９
月
27
日
11
時

52
分
に
、
長
野
と

岐
阜
の
県
境
に
あ

る
御
嶽
山
が
噴
火

し
た
。
週
末
の
昼

頃
の
時
間
帯
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、

山
頂
付
近
は
大
勢
の
登
山
者
で

に
ぎ
わ
い
多
勢
が
被
災
し
た
。

そ
し
て
、
報
道
で
は
「
死
亡
」

と
と
も
に
「
心
肺
停
止
」
と
い

う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
た
。
こ

れ
は
、
蘇
生
の
可
能
性
が
残
さ

れ
て
い
る
た
め
で
「
心
肺
停

止
」
は
死
亡
で
は
な
い
。
ま
た

医
師
以
外
の
者
は
、
心
停
止
・

呼
吸
停
止
を
判
断
す
る
事
は
可

能
で
も
死
亡
を
宣
告
す
る
事
は

出
来
な
い
か
ら
だ
。
国
内
の
噴

火
死
者
は
１
９
９
１
年
の
雲
仙

・
普
賢
岳
以
来
で
、
日
を
追
っ

て
死
者
は
増
え
10
月
５
日
現
在

戦
後
最
悪
の
51
人
に
な
っ
た
。

▼
９
月
29
日
、
臨
時
国
会
が
召

集
さ
れ
、
安
倍
首
相
は
「
地
方

創
生
国
会
」
と
位
置
づ
け
た
。

地
方
の
豊
か
な
個
性
を
活
か
し

て
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
に
活
躍
の

舞
台
を
用
意
す
る
と
言
う
が
地

方
は
消
費
税
増
税
以
前
か
ら
す

で
に
疲
弊
し
過
疎
が
進
ん
で
お

り
、
女
性
の
社
会
進
出
を
促
す

こ
と
も
結
構
だ
が
出
産
し
、
子

育
て
も
安
心
し
て
で
き
る
環
境

整
備
が
伴
わ
く
て
は
だ
め
だ
。

▼
振
り
込
め
詐
欺
の
新
名
称
を

「
母
さ
ん
助
け
て
詐
欺
」
と

し
、
警
察
や
マ
ス
コ
ミ
、
金
融

機
関
も
被
害
防
止
を
呼
び
か
け

て
い
る
が
日
本
人
の
国
民
意
識

も
あ
り
、
改
善
さ
れ
ず
だ
。

▼
10
月
１
日
か
ら
外
食
や
商
品

な
ど
の
値
上
げ
が
続
き
、
家
計

負
担
増
で
悲
鳴
だ
。
景
気
悪
化

で
賃
金
上
昇
も
無
く
、
税
率
10

％
は
絶
対
に
勘
弁
。

（
虎
）

目
標
達
成
へ
仲
間
の
結
集
を

秋
の
組
織
拡
大
月
間
も
終
盤
戦
へ

第７次行動日

10月19日（日） ※昼間

第８次行動日

10月21日（火）・22日（水）

第９次行動日

10月28日（火）・29日（水）

【
日
暮
里
一
・

堀
茂
男
記
者
】
私

た
ち
の
日
暮
里
一

分
会
で
は
、
10
月

５
日
に
日
曜
日
行

動
と
し
て
三
河
島

町
会
会
館
を
会
場

に
新
鮮
な
さ
ん
ま

を
焼
い
て
ふ
る
ま

い
、
仲
間
の
結
集

を
図
り
ま
し
た
。

組
合
員
は
も
ち
ろ

ん
、
家
族
に
も
来

て
い
た
だ
き
、
新

鮮
な
さ
ん
ま
を
食

べ
盛
り
上
が
り
、

皆
で
意
気
を
上
げ

ま
し
た
。
何
と
言

っ
て
も
、
炭
火
で

焼
い
た
さ
ん
ま
の

味
は
格
別
で
、
皆

が
舌
鼓
。
拡
大
月

間
の
後
半
戦
に
向

け
て
、
未
加
入
対

象
者
情
報
を
持
ち

寄
る
こ
と
を
よ
び
か
け
た
り
、

拡
大
行
動
へ
の
積
極
的
な
参
加

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
春

の
月
間
に
続
き
、
秋
の
月
間
も

力
を
合
わ
せ
て
実
り
あ
る
結
果

を
出
し
た
い
で
す
。

雨でしたが日曜行動として新鮮なさんまを焼いて仲間を集める（日暮里一分会）

国
土
交
通
省
は
２
０
１
２
年

７
月
30
日
、
社
会
保
険
未
加
入

対
策
に
際
し
て
、
建
設
国
保
に

土
建
国
保
と

厚
生
年
金
の

加
入
は
適
法

関
わ
る
健
康
保
険
適
用
除
外
は

適
法
で
あ
る
と
通
知
を
発
し
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
東
京
土
建

国
保
と
厚
生
年
金
の
組
み
合
わ

せ
で
加
入
し
て
い
る
事
業
所

は
、
協
会
け
ん
ぽ
に
入
り
直
す

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
元
請
け

や
上
位
企
業
の
指
導
で
は
、
適

用
除
外
に
よ
り
建
設
国
保
に
加

入
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
誤

っ
た
認
識
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
手
現
場
工
事
で
、
上
位
業
者

か
ら
協
会
け
ん
ぽ
に
加
入
し
な

い
と
ダ
メ
と
言
わ
れ
た
り
、
社

会
保
険
分
の
福
利
厚
生
費
を
別

枠
請
求
し
て
も
支
払
わ
れ
な
い

と
い
う
実
態
が
あ
れ
ば
組
合
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
大
手
企
業

交
渉
に
お
い
て
、
ゼ
ネ
コ
ン
に

改
善
を
要
求
し
ま
す
。

【
日
暮
里
一

・
川
又
好
一
記

者
】
さ
わ
や
か

な
秋
晴
れ
の
９

月
23
日
、
「
さ

よ
う
な
ら
原
発

全
国
大
集
会
」

が
亀
戸
中
央
公

園
で
開
催
さ
れ

た
。
会
場
周
辺

に
は
沢
山
の
団

体
の
ブ
ー
ス
が

並
び
、
福
島
な

ど
の
原
発
立
地
地
域
か
ら
の
訴

え
や
関
連
物
資
の
販
売
、
多
彩

な
活
動
が
行
わ
れ
、
特
に
署
名

活
動
の
多
い
こ
と
に
驚
い
た
。

女
優
の
木
内
み
ど
り
さ
ん
の

司
会
で
集
会
は
進
行
。
呼
び
か

け
人
の
鎌
田
慧
さ
ん
は
「
安
倍

政
権
は
、
亡
国
へ
の
政
権

だ
。
再
稼
働
は
、
原
発
メ

ー
カ
ー
や
電
力
会
社
の
金

儲
け
の
た
め
で
し
か
な

い
。
絶
対
に
原
発
を
な
く

そ
う
」
と
強
く
呼
び
か
け

て
い
た
。
作
家
の
大
江
健

三
郎
さ
ん
は
、
「
原
発
が

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
言

う
こ
と
は
ウ
ソ
だ
。
原
発

反
対
の
声
は
、
弱
く
な
っ

て
い
な
い
。
再
稼
働
や
集

団
的
自
衛
権
行
使
を
し
よ
う
と

す
る
安
倍
政
権
へ
の
大
き
な
抵

抗
が
あ
る
。
私
達
は
断
固
と
し

て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
。
澤
地
久
枝
さ
ん
も

「
今
日
も
こ
れ
だ
け
多
く
の
人

が
集
ま
っ
た
。
世
界
が
原
発
を

や
め
る
よ
う
に
、
平
和
憲
法
と

と
も
に
呼
び
掛
け
て
い
こ
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。
最
後
に
、
作

家
の
落
合
恵
子
さ
ん
が
「
こ
の

夏
も
全
国
の
原
発
が
稼
働
し
な

く
て
も
問
題
な
か
っ
た
。
今
、

政
府
は
再
び
、
民
の
声
を
切
り

捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
希
望

を
持
っ
て
い
こ
う
」
と
声
を
上

げ
ま
し
た
。
集
会
後
「
原
発
は

い
ら
な
い
！
」
「
再
稼
働
反
対

！
」
等
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
横
断

幕
を
手
に
道
行
く
人
に
ア
ピ
ー

ル
し
な
が
ら
、
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。
支
部
参
加
者
は
10
人
。

さようなら原発全国大集会

大江さんは反省無い政府を批判

組合員を訪問し資料渡す（荒川分会）
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独
自
技
術
で
鉄
道
模
型
作
り
30
年

子
供
達
に
都
電
荒
川
線
の
魅
力
を
伝
え
る

下町都電
ミニ資料館

あ
ら
か
わ
遊
園
で
は
、
鉄
道
模
型
を
趣
味
と
す
る
人
の
集
ま
り

「
の
ぞ
み
会
」
の
伊
藤
信
男
さ
ん
制
作
の
都
電
模
型
や
東
京
都
交

通
局
か
ら
提
供
さ
れ
た
昔
懐
か
し
い
都
電
関
連
品
の
数
々
を
常
設

展
示
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
資
料
館
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
資
料

館
館
長
で
鉄
道
愛
好
会
の
ぞ
み
会
会
長
で
も
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
活
動
し
て
い
る
伊
藤
信
男
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

文
・
写
真

小
野
澤
富
彦
記
者
＝
西
尾
久
分
会
・
堀
茂
男
記
者
＝

日
暮
里
一
分
会

子供達に夢をと語る伊藤さん

あ
ら
か
わ
遊
園

を
入
る
と
、
左
側

に
洋
風
の
建
物
の

ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

が
あ
る
。
１
階
に

は
土
日
祝
日
の
限

定
で
開
館
す
る
入

館
料
無
料
の
「
下

町
都
電
ミ
ニ
資
料

館
」
が
あ
り
、
子

供
に
大
人
気
だ
。

現
在
活
躍
す
る
都

電
荒
川
線
の
Ｇ
ゲ

ー
ジ
規
格
の
大
き

区内信用金庫に展示中の都電復刻レトロ車両

な
模
型
展
示
や
、
３
歳
以
上
の

子
供
達
を
対
象
に
Ｎ
ゲ
ー
ジ
規

格
の
鉄
道
模
型
を
一
度
に
８
人

で
操
作
出
来
る
大
型
運
転
場
が

あ
り
、
１
日
１
５
０
人
前
後
の

子
供
達
で
い
つ
も
賑
わ
っ
て
い

る
。
鉄
道
資
料
室
も
併
設
し
、

鉄
道
書
籍
等
色
々
あ
り
、
大
人

で
も
楽
し
め
る
。

運
転
場
と
館
内
に
あ
る
本
物

そ
っ
く
り
の
精
密
に
作
ら
れ
た

都
電
模
型
は
、
す
べ
て
伊
藤
さ

ん
が
作
っ
た
も
の
。
現
在
、
80

歳
で
、
戦
後
す
ぐ
か
ら
荒
川
区

に
在
住
で
本
職
は
大
工
。

子
供
の
頃
か
ら
鉄
道
が
大
好

き
で
、
子
供
が
生
ま
れ
て
子
供

に
鉄
道
を
見
せ
て
よ
う
と
思

い
、
模
型
作
り
を
始
め
た
。
走

鉄
道
模
型
を
作
り

子
供
達
に
夢
を

ら
せ
る
よ
り
、
作
る
の
が
楽
し

い
、
独
学
の
技
術
で
本
格
的
に

鉄
道
模
型
を
作
り
始
め
て
約
30

あ
ら
か
わ
遊
園
は
、
23
区

で
唯
一
の
区
立
遊
園
地
で
あ

る
。
江
戸
時
代
の
頃
は
、
隅

田
川
の
水
を
引
い
て
造
っ
た

池
を
中
心
と
し
た
汐
入
の
回

遊
式
庭
園
を
も
っ
た
藤
堂
和

泉
守
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
明

治
５
年
に
は
、
石
神
仲
右
衛

門
氏
に
よ
っ
て
、
荒
川
の
南

岸
沿
い
に
小
規
模
な
煉
瓦
工

場
が
建
設
さ
れ
た
。
今
で
も

園
の
周
囲
の
塀
な
ど
に
煉
瓦

塀
の
一
部
が
残
っ
て
い
る
。

大
正
11
年
、
そ
の
工
場
跡
地

に
民
営
で
「
遊
園
地
」
が
開

設
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

当
時
の
資
料
を
見
て
も
、
老

若
男
女
を
集
め
た
大
き
な
レ

ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
後
、
太
平
洋
戦
争
が

始
ま
る
と
陸
軍
に
接
収
さ
れ

て
、
園
内
に
は
高
射
砲
が
置

か
れ
、
帝
都
の
守
り
を
固
め

る
陣
地
と
な
っ
た
。
戦
後
の

し
ば
ら
く
は
戦
争
の
影
響
で

荒
廃
し
て
い
た
が
、
昭
和
25

年
に
区
立
の
児
童
遊
園
と
な

り
、
現
在
に
至
る
。

昭
和
61
年
か
ら
全
面
改
造

工
事
を
行
な
い
、
平
成
に
入

っ
て
か
ら
新
た
な
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
施
設
が
増
え
、
平
成

22
年
に
は
開
園
60
周
年
を

迎
え
た
。
平
成
３
年
以
降

は
現
在
の
施
設
構
成
と
な

り
、
入
園
料
や
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
利
用
料
の
安
さ
が

特
徴
で
、
気
軽
に
利
用
で

き
る
こ
と
か
ら
結
構
週
末

は
人
気
だ
。
小
動
物
園
や

広
場
、
遊
具
施
設
、
水
遊

び
場
な
ど
も
充
実
。

あらかわ遊園

取材・小野澤富彦

観覧車が目印で週末は大賑わい

【
荒
川
・
磯
部
正
三
通
信

員
】
今
年
も
例
年
同
様
に
９

月
の
第
一
日
曜
日
の
９
月
７

日
に
行
わ
れ
た
、
分
会
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
東
京
湾
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
に
夫

婦
で
参
加
し
ま

し
た
。

当
日
の
午
前

中
は
雨
が
降
っ
て
お
り
、
夕

方
か
ら
の
空
模
様
が
心
配
さ

れ
ま
し
た
が
幸
い
な
こ
と
に

午
後
に
は
雨
は
あ
が
り
、
ま

ず
ま
ず
の
天
気
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
船
上
か
ら
見

る
夜
景
は
幾
度
見
て

も
見
事
で
絶
景
の
一

言
に
尽
き
ま
す
。
羽

田
空
港
を
飛
び
立
っ

た
ジ
ャ
ン
ボ
ジ
ェ
ッ
ト
機
が

船
の
上
空
を
通
り
、
ま
た
着

陸
す
る
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
下
り

て
く
る
様
は
一
見
の
価
値
有

り
で
す
。

船
の
中
で

は
、
楽
し
く

盛
り
上
が
る

浴
衣
を
着
た

若
い
男
女
の

人
が
大
勢
い

て
、
今
年
も

リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
し
て
元
気

を
も
ら
っ
て
き
ま
し
た
。
参

加
者
は
23
人
で
し
た
。

インフルエンザ
予防接種を受けよう

国
保
組
合
で
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
組
合
員
・

家
族
の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け

た
場
合
、
1
人
年
度
内
（

４
／
１
～
３
／
31
）
に
１

回
、
一
律
２
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。
ま
た
、
組

合
員
で
75
歳
以
上
の
方
は
、
ど
け
ん
共
済
会
か
ら
同

額
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
65
歳
以
上
の
方
は

住
ん
で
い
る
自
治
体
に
お
い
て
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
助
成
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
併
用
に
よ
り
さ
ら
に
自
己
負
担
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
今
年
度
も
医
療
機
関
の
協
力
を
受
け
、

集
団
予
防
接
種
を
11
月
14
日
に
実
施
し
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。
尚
、
詳
細
は
担
当
仁
田
書
記
迄
。

日

程

11
月
11
日
（
火
）

開

場

午
後
６
時
30
分

開

会

午
後
７
時
00
分

場

所

ム
ー
ブ
町
屋
３
階

ム
ー
ブ
ホ
ー
ル

入
場
券

５
０
０
円

内

容

①
情
勢
報
告

仲
築
間

卓
蔵

マ
ス
コ
ミ
９
条
の
会
呼
掛
け
人

②
記
念
講
演

朴

慶
南

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

※
詳
細
、
問
い
合
わ
せ
は
事
務

局
の
支
部
担
当
大
内
書
記
迄
。

入
場
券
の
支
部
補
助
有
り
。

３
周
年
記
念
講
演

「
や
さ
し
さと

い
う
強
さ
」

荒
川
区
９
条
の
会
連
絡
会

社
会
保
障
対
策
部
高
齢
者
集
会

【
日
暮
里
一
・
堀
井
龍
二
通

信
員
】
９
月
14
日
（
日
）
、
社

保
対
部
主
催
の
恒
例
の
高
齢
者

集
会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当

日
の
参
加
者
は
36
人
で
し
た
。

ま
ず
、
支
部
会
議
室
に
お
い

て
私
が
講
師
を
務
め
、
ミ
ニ
学

習
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
わ
か

り
や
す
い
資
料
と
私
の
話
し
方

が
面
白
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

参
加
者
か
ら
は
好
評
で
し
た
。

そ
の
後
、
送
迎
バ
ス
で
草
加

健
康
セ
ン
タ
ー
へ
移
動
し
、
温

泉
に
入
っ
て
く
つ
ろ
ぎ
、
宴
会

で
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
カ
ラ
オ
ケ

を
唄
っ
た
り
し
て
交
流
し
、
楽

笑いありの楽しいミニ学習

し
み
ま
し
た
。
宴
会
の
挨
拶
で

は
、
健
診
受
診
の
お
願
い
と
保

健
指
導
の
対
象
の
場
合
は
受
け

る
こ
と
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

納
涼
船
で
親
睦

荒
川
分
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

年
に
な
る
。
国
内
最
大
級
の
鉄

道
模
型
常
設
運
転
場
「
の
ぞ
み

会
」
を
17
年
間
運
営
し
て
い
た

が
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
閉
館

し
、
荒
川
区
の
協
力
で
平
成
23

年
に
「
下
町
都
電
ミ
ニ
資
料

館
」
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
。

制
作
す
る
Ｇ
ゲ
ー
ジ
模
型
は
、

全
長
約
65
ｃ
ｍ
で
車
体
は
ボ
ー

ル
紙
、
屋
根
と
床
板
は
ベ
ニ

ヤ
、
他
は
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ

で
売
っ
て
い
る
も
の
等
を
使
い

制
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
都

電
レ
ト
ロ
車
両
は
35
台
を
制
作

し
、
荒
川
区
役
所
を
は
じ
め
都

電
沿
線
の
施
設
や
店
舗
な
ど
に

寄
贈
し
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。

都
電
以
外
で
は
、
江
ノ
電
や
日

暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
を

制
作
寄
贈
し
て
、
感
謝
状

も
贈
ら
れ
る
な
ど
大
変
喜

ば
れ
て
い
る
。

現
在
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
活
動
し
て
い
る
が
、
伊

藤
さ
ん
が
制
作
し
た
模
型

は
ブ
ラ
ン
ド
鉄
道
模
型
で

有
名
な
銀
座
天
賞
堂
で
も

販
売
も
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
ま
さ
に
そ
の
技
術
は

匠
の
も
の
と
言
え
る
。

模型車両の操作は子供達に大人気


